
 

朝倉市LINE リニューアル！ 詳しくは 13 ページへ！！

友だち
 募集中！

02　平成 29 年 7 月

　　　 九州北部豪雨から 8 年――。

04　7 月は「同和問題啓発強調月間」

08　特集 朝倉市クリエイター塾

10　参議院議員通常選挙

36　伝統技法と新たな挑戦

6月18日時点で作成しています。

掲載している内容は変更・中止もあり

えますので、必ずご確認ください。

伝統の鵜飼、6 年ぶりの花火大会

伝統の鵜飼、6 年ぶりの花火大会

 夏の風物詩「
 夏の風物詩「鵜鵜

うう

飼」の解禁と飼」の解禁と

　　第 70 回原鶴温泉川開き花火大会（関連 34P）

　　第 70 回原鶴温泉川開き花火大会（関連 34P）
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平成 29 年 7 月九州北部豪雨から 8 年――。平成 29 年 7 月九州北部豪雨から 8 年――。

令和 5 年 7 月豪雨から 2 年――。令和 5 年 7 月豪雨から 2 年――。

復復興への歩み、興への歩み、

防災・減災への取り組み防災・減災への取り組み

　市では、7 月 5 日を「市民防災の日」と定めています。当日　市では、7 月 5 日を「市民防災の日」と定めています。当日

は 10 時に防災行政無線で全市一斉に黙とうを行います。は 10 時に防災行政無線で全市一斉に黙とうを行います。

私たち一人ひとりが、防災について考える機会にしましょう。私たち一人ひとりが、防災について考える機会にしましょう。

●① ●②

 令和 5 年 7 月豪雨後の乙石川上流の砂防ダム

（土石流被害を防止し、赤谷川への土砂流出を軽減）

　　　原鶴調整池に排水ポンプを導入
　筑後川と原鶴分水路に囲まれた原鶴地区。平成 24 年

以降、度々、浸水被害が発生していました。新たに導入

された排水ポンプの排水能力は毎分 90トンで、既存の

排水ポンプ（毎分 8 トン）と合わせて、合計毎分 98 ト

ン（家庭用の浴槽約 450 杯分に相当）の雨水を排水。原

鶴地区内の内水被害の軽減が図られます。

　6月9日には、排水ポンプ導入の式典が行われました。式

典で林市長は「排水ポンプ導入は原鶴地区の安心・安全に

つながる。原鶴温泉の今後のさらなる振興にもつなげたい」

とあいさつ。その後の試運転では、原鶴調整池から勢いよく

排水された水量に、参加者からは驚きの声が上がりました。

 市建設課（ 28-7572）

　　災害時のコミュニティマッチング
　5 月 10 日、三奈木コミュニティセンターで、朝倉市社

会福祉協議会による「災害時における地域力向上研修」

が行われ、三奈木地区の区会長をはじめ地域住民約 50

人が参加しました。

　研修では、李
り

仁
じんてつ

鉄さん（にいがた災害ボランティアネット

ワーク理事長）が登壇し、災害ボランティア活動における

コミュニティマッチングの重要性について講義しました。

　その後の演習では、実際に地区内で災害が発生したこ

とを想定し、被害状況の把握や支援拠点の確保、災害ボ

ランティアの送り出しなどについてグループに分かれ話

し合いました。

災害に“も”強いまちづくりへ

　災害対応には特別な知識や経験、テク

ニックはもちろんですが、その前に地域の

ことをしっかり知っていることが重要です。

　研修のような取り組みを進め地域力が向

上すれば、単に「災害に強いまち」だけでは

なく、普段も暮らしやすいまちが「災害に“も”

強いまち」になっていくと感じました。

にいがた災害ボランティアにいがた災害ボランティア
ネットワーク理事長ネットワーク理事長

李　仁鉄李　仁鉄さんさん

●③

▲令和 7 年度は上秋月・安川・福田
地区でも開催されました。また、7 月
には朝倉地区で開催予定です。延べ
200 人以上の参加となります。

 市社協（ 22-7834）

災害時の備えできていますか？

地域防災を考える

きっかけになりました

事前の仕組みづくりは重要

だと思います。しっかり準備

していきたいです

普段からの地域のつながりが大

切だと感じました。他の地域で

も研修を実施してほしいです

＼参加者の声／

①被害状況の書き出し
②ボランティアの集合場所や、資
機材置き場、土砂・災害ごみの仮
置き場をどこに設置するか地図
に書き込み
③被害状況や被災者のニーズを
を考えながらボランティアを配置

【グループ演習】

    災害事業センター閉所式
　6 月 7 日、朝倉総合庁舎で、朝倉県土整備事務所・朝

倉市・東峰村による「災害事業センター閉所式及び感謝

のつどい」が行われました。

　災害事業センターは、平成 29 年 7 月九州北部豪雨

により被災した県管理の道路や河川、砂防施設などの

復旧のために同年 9 月に設置。約 8 年間の災害復旧・

改良復旧が概
おおむ

ね完了したことに伴い、令和 7 年 3 月

31 日をもって閉所しました。

　閉所式には、林市長をはじめ東峰村長など関係者ら

約 70 人が出席。式典で林市長は「平成 29 年災害に

伴う復旧工事の成果は、令和 5 年 7 月の豪雨で証明

されました。改良復旧された河川は氾濫することなく、

人災ゼロは市にとって何よりの安
あ ん ど

堵でした」と感謝の言

葉を述べ、記念品が贈呈されました。

朝倉にとって大きな節目

▲ 5 代目災害事業センター長の竹
内所長は「今まで寄り添い支えてく
ださった全ての皆さまに深く感謝申
し上げます」と述べました ▲看板が降納されました

　　 寺内ダムの治水機能が強化
　令和 7 年 4月1日から利水容量の一部（77万㎥、小学校

のプール約1500 杯分に相当）を治水容量に振替えました。

これまで以上にダムによる洪水調節効果が期待されます。

　河川整備計画に基づく再生事

業では、令和 11 年度末までに

180 万㎥の治水容量の増加を予

定しています。

 （独）水資源機構 筑後川上流総合管理所 寺内ダム再生・
筑後川水系ダム群連携事業推進室（ 52-8050）

　　　ため池の事前放流にご協力ください
【事前放流の効果】
　雨が降る前に、ため池の水を放流して水位を下げることで、

雨水の貯留分を確保し、河川の急激な増水を抑え、下流部の

洪水被害を軽減できます。また、ため池本体の決壊を防ぎ、

直下流の農地災害や家屋の浸水などの被害を軽減できます。

【満水位から50cm下げるだけでも有効】
　営農に支障のない範囲で事前放流にご

協力ください。

 市農林課（ 52-1115）

防災・減災のために……

22

コミュニティマッチングとは？

　「コミュニティマッチング」では、地域の代表者が集落

内の被害状況や被災者のニーズなどを把握し、災害ボ

ランティアの要請を取りまとめ、災害ボランティアセン

ターに報告します。地域のことをよく知る代表者が間

に入ることで、現地の状況にあわせたボランティアの

配置につながり、被災者も安心してボランティアを受

け入れることができます。

　地域住民と社協・行政などが連携して、片付けの対

応だけでなく、個別の困りごとの発見や復興のまちづ

くりまでを見通した個別支援と地域支援を一体的に進

めていくことにつながります。
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講師の
コメント



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
差
別
書
き
込
み
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
）

　

市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
部
落
差
別
な

ど
の
悪
質
な
書
き
込
み
の
早
期
発
見
や
拡
散
防

止
の
た
め
、
週
に
１
回
職
員
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
差
別
情
報
や
差
別
を
助
長

す
る
書
き
込
み
を
発
見
し
た
際
は
、
法
務
局
、
福

岡
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
サ
イ
ト
の
管

理
運
営
者
に
、
削
除
要
請
な
ど
を
行
い
ま
す
。

差
別
や
偏
見
の
な
い

明
る
い
社
会
を
め
ざ
す
た
め
に
！

　

平
成
29
年
7
月
九
州
北
部
豪
雨
の
際
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
希
望
者
か
ら
「同
和
地
区
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
差
別
的
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
市
で
は
、
今
な
お
部
落
差

別
が
残
り
続
け
て
い
る
と
い
う
事
実
を
深
く
受
け

止
め
、
令
和
元
年
12
月
20
日
に
「朝
倉
市
部
落
差

別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
推
進
し

人
権
を
擁
護
す
る
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。

　

第
３
条
で
は
「市
民
の
責
務
」と
し
て
、
「地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
等

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
不
当
な
差
別
の

解
消
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
部
落
差

別
（
同
和
問
題
）
な
ど
人
権
課
題
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
で
す
。
自
分
か
ら
、
そ
し
て
周
囲
の
人

へ
…
…
。
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
を

常
に
意
識
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
「人
権
の
共
存
」と
い
う

考
え
方
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）と
は

　

日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た

身
分
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
位

の
状
態
を
強
い
ら
れ
、
今
な
お
日
常
生
活
で
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
、
わ
が
国
固
有

の
人
権
問
題
で
す
。

　

部
落
差
別
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
理
解
が
進
む

一
方
で
、
偏
見
や
差
別
意
識
は
根
深
く
、
現
在

も
残
る
重
大
な
人
権
課
題
の
一
つ
で
す
。

今
な
お
残
る
部
落
差
別

①
結
婚
・
就
職
等
に
お
け
る
差
別

　

同
和
地
区
出
身
な
ど
を
理
由
に
結
婚
に
反
対

さ
れ
た
り
、
就
職
な
ど
で
不
利
な
取
扱
い
を
受

け
た
り
す
る
な
ど
の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
書
き
込
み
等

　

近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
を
助
長
・
誘
発
す
る
目
的
で
特

定
の
地
域
を
同
和
地
区
で
あ
る
と
指
摘
す
る
な

ど
の
事
案
も
発
生
し
て
お
り
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は
、
一
度
拡
散

し
て
し
ま
う
と
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
も
、
大
き
な
問
題
と
な
る
要
因
の
一

つ
で
す
。

③
差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
等

　

出
身
地
を
調
べ
た
り
、
特
定
の
地
域
が
同
和
地

区
か
ど
う
か
調
査
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
は
、
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
も

の
で
す
。

7月1日（火）～9月11日（木）募集期間

第 20 回

朝倉市

　職場や学校、家庭、地域など、暮らしの中であなたが体験したことや感じたこと

を人権作品にしてみませんか。

作品募集！

同和問題啓発強調月間講演会

7 月15 日（火）19 時～ / 開場 18 時 30 分～日時

松村智広さん（みえ人権教育・啓発研究会代表）講師

▲市 HP

■募集部門…①文章（作文）②標語 ③短歌 ④詩 ⑤ポスター ⑥缶バッジデザイン

■応募資格…市内に在住または通勤・通学している小学生以上の人

　　　　　　［小学生の部、中学生の部、成人・高校生の部（大学生を含む）、フリーの部（学年・年齢不問）］

■応募方法…応募要項をご覧ください（市ホームページからダウンロードできます）

■応募要項配布場所…市人権・同和対策課（朝倉地域生涯学習センター2階）、各地区コミュニティセンター、各図書館

■応募規定…①入賞作品は人権啓発活動に活用します。 ②応募作品は返却しません。

　　　　　　③著作権に触れるような作品や本人の作品ではないと判断した場合は、審査の対象となりません。

▲

第
19
回
朝
倉
市
人
権
作
品
コ
ン

ク
ー
ル 

ポ
ス
タ
ー
部
門 

小
学
校

5
・
6
年
生
の
部 

入
選
［
三
奈
木

小
学
校
5
年　

岩
下
華
愛
（
い
わ
し

た
は
な
）さ
ん
］

ピーポート甘木 大ホール場所

「へこたれへん～人はきっとつながれる～」

7月1日（火）～22日（火） 9時～17時期間

甘木総合隣保館（平日のみ）場所

「同和問題」

人権問題の相談窓口
■みんなの人権110番（ 0570-003-110）

インターネット上の誹謗中傷に関する相談窓口
■「人権相談」

■「違法・有害情報相談センター」

■「誹謗中傷ホットライン」
［（一社）セーファーインターネット協会］

「わたしたちの人権と責任～今こそ人権に向き合う～」

期間

朝倉地域生涯学習センター 1階 エントランスホール場所

7月1日（火）～31日（木） 9時～22時

7 月は「同和問題啓発強調月間」です

　福岡県は、同和問題の早期解決をめざし、昭和56年度に毎年7月を「同和問題啓発強調月間」と定め、

各種啓発活動を実施し、差別をなくす取り組みを展開しています。市でも同和問題をはじめ、あらゆる差

別の解消を推進するため、講演会や人権パネル展など、さまざまな取り組みを行います。

 市人権・同和対策課（ 52-1174　 52-1162　 jindoutai@city.asakura.lg.jp）

　本人の能力や適性に関係のないところで、人を判

断することは許されません。市では、同和問題啓発

強調月間中、全職員が「身元調査お断わりワッペン」

を着用し、不当な差別につながる身元調査を許さな

い意思を表し、啓発に努めています。

　「人権の花“ひまわり”」の栽培を通じ、

協力することの大切さや生命の尊さ

を学ぶことを目的として、毎年朝倉

地区の小学校で実施しています。

　採取したひまわりの種と一緒に、

ひまわりを育てた時の気持ちや人権

の尊さについてのメッセージを袋に

入れ、エコ風船につけて飛ばす取り

組みも行っています。

　昨年度、飛ばした風船が愛媛県の

みかん畑に届いたとメッセージをい

ただきました。後日、小学校宛に大

きな箱が届き、たくさんのみかんが

入っていたそうです。

人権の花運動

「しない！ させない！ 許さない！」差別につながる身元調査

人権パネル展
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今
年
の
夏
休
み
、
私
は
家
族
で
鹿
児
島
県

へ
旅
行
に
行
っ
た
。
そ
の
時
、
知
覧
特
攻
平

和
会
館
を
訪
れ
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
た
く
さ

ん
の
手
紙
や
海
に
沈
ん
で
い
た
戦
闘
機
な
ど

が
あ
っ
た
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
と
は
、
鹿

児
島
県
南
九
州
市
知
覧
町
郡
に
あ
る
歴
史

博
物
館
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
編
成

さ
れ
た
大
日
本
帝
国
陸
軍
航
空
隊
の
特
攻
に

関
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。
特
攻
隊
と

は
、
太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
日
本
軍
が
編
成

し
た
生
還
を
期
さ
な
い
攻
撃
部
隊
の
こ
と
で

あ
る
。
航
空
機
な
ど
を
爆
装
し
、
搭
乗
員
も

ろ
と
も
敵
艦
に
体
当
り
し
た
。

　

平
和
会
館
の
中
に
あ
っ
た
多
く
の
手
紙

の
中
に
は
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
国
の
た
め
に
命
を

捧
げ
る
こ
と
へ
の
喜
び
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て

あ
っ
た
。
本
当
に
そ
う
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
将
来
の
夢
や
や
り
た
い
こ
と
、
死
へ

の
恐
怖
心
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
こ
と
を
思
う
と
、
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
。
戦
争
中
は
自
分
の
考
え
や
思
い
を
正
直

に
手
紙
に
書
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

当
時
の
人
達
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

先
日
、
私
は
「
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君

と
ま
た
出
会
え
た
ら
。
」
と
い
う
本
を
読
ん

だ
。
こ
の
本
は
、
汐
見
夏
衛
さ
ん
が
書
い
た

戦
争
中
の
日
本
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
現

代
の
女
子
高
生
と
特
攻
隊
員
の
青
年
の
切

な
い
恋
の
行
方
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。
こ

の
話
に
登
場
す
る
特
攻
隊
員
達
も
い
よ
い
よ

明
日
出
撃
す
る
と
い
う
日
の
夜
、
出
撃
が
決

ま
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
人
や
家
族
に
会
い
た
く

て
逃
げ
出
す
人
が
い
た
。
そ
し
て
こ
の
逃
げ

出
そ
う
と
す
る
人
を
非
難
す
る
人
や
黙
っ
て

見
逃
す
人
が
登
場
す
る
。
き
っ
と
、
様
々
な

思
い
を
抱
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

特
攻
隊
員
と
し
て
出
撃
し
た
人
達
の
年

齢
は
十
七
才
か
ら
三
十
二
才
で
平
均
す
る
と

二
十
一
才
だ
と
書
い
て
あ
っ
た
。
現
代
の
高

校
生
や
大
学
生
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
で
私

達
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
年
の
人
達
が
特
攻

隊
と
し
て
命
を
か
け
て
い
た
こ
と
に
胸
が
痛

む
。
本
当
は
大
切
に
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
た

く
さ
ん
の
命
が
戦
争
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
こ

と
に
怒
り
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

　

祖
父
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
私
の
曽

祖
父
は
東
南
ア
ジ
ア
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
亡
く

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
亡
く
な
っ
た
知
ら

せ
と
同
時
に
送
ら
れ
て
き
た
骨
壺
の
中
に
は

石
こ
ろ
が
一
つ
入
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
そ

う
だ
。
当
時
祖
父
は
三
才
だ
っ
た
。
こ
ん
な

に
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
、
戦
地
で
命
を

落
と
し
た
曽
祖
父
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
父
親
を
亡
く
し
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
祖
父
は
ど
ん
な

気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
は
、
戦

争
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
や
残

さ
れ
た
人
の
人
権
を
も
奪
っ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
国
民
の
人
権
を
奪
う
の
と
同

時
に
他
国
の
人
々
の
人
権
も
奪
っ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
は
、
中
国
や

韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
に
侵
攻
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
国
々
に
住
む
人
の
人
権
を

奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
争
は
攻
め
る
側
も
、

攻
め
ら
れ
る
側
も
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
々
の

人
権
を
奪
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
戦
争
を
再

び
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
世
界
で
は
、
戦
争
が
今
で

も
行
わ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
紛
争
な
ど
私
た
ち
に
は
直
接
関
係
の

な
い
所
で
た
く
さ
ん
の
人
が
戦
争
に
よ
っ
て

苦
し
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
国
々
で
は
小
さ

な
子
ど
も
達
は
学
ぶ
権
利
す
ら
与
え
ら
れ

ず
、
銃
を
持
っ
て
人
を
殺
せ
と
教
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

戦
争
が
起
き
る
主
な
原
因
は
、
宗
教
の
違

７月は「同和問題啓発強調月間」

い
、
民
族
や
文
化
の
違
い
、
政
権
へ
の
不
満
、

領
土
・
資
源
の
奪
い
合
い
な
ど
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
自
国
と
他
国
、
自
分
と
他
人
の

違
い
や
互
い
の
価
値
観
を
認
め
合
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　

戦
争
は
、
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
り
、
差

別
と
言
わ
れ
る
。
戦
争
で
は
、
人
々
は
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
を
制
約
さ
れ
た
り
、
否
定
さ
れ

た
り
す
る
。
ま
た
、
最
も
基
本
的
人
権
の
一

つ
で
も
あ
る
「
生
き
る
権
利
」
さ
え
も
脅
か

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
人
権
侵
害
の
差
別
と
同

じ
と
言
え
る
。

　

戦
争
を
な
く
す
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
は
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
自
分

と
同
じ
よ
う
に
周
り
の
人
の
こ
と
も
大
切
に

し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
だ
と
考

え
る
。

　

人
権
と
は
、
人
が
人
と
し
て
社
会
の
中
で

自
由
に
考
え
、
自
由
に
行
動
し
、
幸
福
に
暮

ら
せ
る
権
利
の
こ
と
だ
。
す
べ
て
の
人
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
権
利
で
あ
る
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
の
人
権
を
大
切
に

し
、
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
で
戦
争
の
な

い
平
和
な
世
界
に
な
る
だ
ろ
う
。
戦
争
の
悲

惨
さ
、
命
の
尊
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
決
し

て
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
。

＼ひろにわほいくしょ／

＼くぐみやほいくしょ／

 
あさくらっこが、朝倉市の“20 歳”をお祝い！

こんげつの“にじゅっさい”おめでとう！

市制施行20周年の特別企画！ 
市内の保育所・幼稚園を毎月
紹介します！

7 広報あさくら 2025.7（令和 7 年）

小さいお友だちから大きいお友

だちまで、みんなで仲良く遊ん

でいます。地域からも愛される

保育所を目指しています。

緑豊かな園庭で虫探しをし

たり、室内プールで泳いだ

り潜ったり……と、のびの

び遊ぶ子どもたちです。

文
章
部
門　

中
学
生
の
部　

入
選

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
に

比
良
松
中
学
校
2
年　

山や
ま
さ
き﨑　

麻ま

お央
さ
ん

第
19
回
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介



　私たちの伝統工芸を、今までにない軽

快な作品に仕上げていただき、たくさんの

人に面白がってもらえたのではないかと思

います。ありがとうございました。

朝倉市クリエイター塾 2025

参加者＆課題企業募集

　2 年目の「朝倉市クリエイター塾」を開講します。講師は、

引き続き（株）ロボット。プロの創作現場を見学したり、企

画や映像にアドバイスをもらったり、実践的な内容です。

　プロの映像制作や PR 手法を学びたい人なら、プロ

アマ問わず、中学生以上は誰でも応募できます。 詳し

くは、市 HP をご覧ください。

【朝倉市クリエイター塾 2025】

■日時…8 ～ 12 月の全 12 回

［初回：8 月 23 日（土）13 時～］

※全 12 回に加えて、プロの映像撮影を実際に見られ

る特別講座（1 回）もあります。

■場所…移住定住交流センターコンネアサクラ2 階 など

■定員…30 人程度（市内在住・通勤通学の人を優先）

■費用…2 万円（学生割引あり）

■申込方法…申請フォーム

（市HP内の合志市クリエイター塾HPのリンク先から申請）

■申込期限……8 月 3 日（日）

【参加検討者向け事前説明会】

　興味のある人は、事前説明会にご参加ください。

塾の詳しい内容や、卒業生が体験談を話します。

■日時…7 月 12 日（土）14 時～

■場所…ピーポート甘木　第 4・5 学習室

※7月4日（金）19時～、7月5日（土）11時～、8月1日（金）

19時～、8月2日（土）11時～にオンラインでも開催

■申込方法…申請フォーム（市 HP 内）

【塾で取り組む課題企業・団体を募集】

　塾のプログラム後半（10 月以降）は、塾生がチームに

分かれて、映像制作に取り組みます。その題材となる企

業・団体を募集します。2024 年度は、秋月藩黒田三職

の会や甘木鉄道、SHINDO LAB など 5 団体の映像

制作に取り組みました。朝倉市公式 YouTube にて作

品を公開していますので、ぜひご覧ください。

■募集期限…8 月 3 日（日）

アサクラクリエイターズラボ代表アサクラクリエイターズラボ代表

三舩セージさん三舩セージさん

　

市
で
は
、
地
域
の
魅
力
を
自
ら
発
信
で
き
る
市
民
映
像
ク
リ
エ

イ
タ
ー
を
育
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
朝
倉
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
」

を
２
０
２
４
年
度
に
開
講
し
ま
し
た
。

　

「
合
志
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
」
と
の
共
同
開
催
で
、
講
師
は
『
ゴ
ジ
ラ -1

.0

』
な
ど
豊
富
な
実
績
を

持
つ
映
像
制
作
会
社(

株)

ロ
ボ
ッ
ト
が
担
当
。
記
念
す
べ
き
1
期
生
は
、
市
内
外
か
ら
年
齢
や
性

別
、
職
業
の
異
な
る
39
人
が
参
加
。
6
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
映
像
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

「
朝
倉
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」「
朝
倉
に
恩
返
し
が
し
た
い
！
」
と
、
熱
い
思
い
が
あ
ふ
れ
る
ク
リ

エ
イ
タ
ー
塾
の
参
加
者
た
ち
。
う
ち
11
人
は
、
塾
を
修
了
後
も
「
朝
倉
市
魅
力
創
出
ク
リ
エ
イ
タ
ー

（
通
称
：
ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）」
と
し
て
活
躍
の
場
を
広
げ
、
朝
倉
の
魅
力
を
市
民
目
線
で
発

信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
塾
生
有
志
に
よ
り 

「ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ズ
ラ
ボ
」 

と
い
う
団
体
も
誕
生
。
朝
倉
市
を
は
じ
め
福
岡
県
内
を
拠
点
に
、
行
政
・
法
人
・
個
人
な

ど
の
受
注
を
通
じ
た
映
像
制
作
活
動
を
行
う
動
き
も
出
て
い
ま
す
。

8899 広報広報あさくらあさくら  2025.72025.7（令和 7 年）（令和 7 年）広報広報あさくらあさくら  2025.72025.7（令和 7 年）（令和 7 年）

秋月藩黒田三職の会秋月藩黒田三職の会

井上賢治さん井上賢治さん

＼課題企業・団体の声／

▲市 HP

朝倉市クリエイター塾特集

ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
で
学
ん
だ
こ
と

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
で
は
、
た
い
へ
ん
貴
重

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
講
座
の
内
容
は
、

映
像
の
撮
り
方
な
ど
の
技
術
面
だ
け
で
は
な

く
、「
何
を
誰
に
伝
え
た
い
の
か
」
「
伝
え
る

先
に
何
を
求
め
る
の
か
」
と
い
っ
た
“
撮
る
前

の
段
階
こ
そ
が
重
要
だ
！
”
と
気
付
か
せ
て

く
れ
る
内
容
で
し
た
。
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
」

と
い
う
名
の
通
り
、
物
事
を
創
出
し
た
い
人

に
と
っ
て
何
が
一
番
大
事
な
の
か
を
映
像
制

作
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
持
つ
市
内
外
の
塾
生

同
士
の
交
流
を
通
じ
、
朝
倉
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
サ
ク
ラ
ク

リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
、
市
の
魅
力
発
信
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
日
常
で
出
会
う

朝
倉
の
人
や
景
色
な
ど
、
自
分
な
り
の
視
点

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
ラ
ボ
発
足

　

発
足
の
理
由
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
を
通

じ
て
出
会
え
た
人
や
機
会
を
終
わ
り
に
し
た

く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
は

オ
ン
ラ
イ
ン
が
基
本
で
、
参
加
者
同
士
の
交

流
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ネ
ア
サ
ク

ラ
を
起
点
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ
で
生
ま
れ
た
絆
を
終

わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、「
初
心
者
と
経
験
者
」

「
参
加
者
同
士
」
な
ど
が
よ
り
交
流
で
き
る

場
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
場
を
つ
く
れ
ば
、
今
後
ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
映
像
制
作
や
企
画
を
行
う
際
に
、
依

頼
・
受
注
な
ど
を
相
談
で
き
る
一
助
に
も
な
る

と
考
え
、
こ
の
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
朝
倉
が
好
き
」
を
「
応
援
す
る
」
へ

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
で
つ
な
が
っ
た
人
脈
や

知
識
は
す
ば
ら
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。
そ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
つ
つ
、

会
得
で
き
た
経
験
を
市
の
魅
力
発
信
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
塾
は
市
外
か
ら
で
も
参
加
可
能
な
こ
と

が
魅
力
の
一
つ
。
市
内
外
の
人
た
ち
が
「
朝

倉
が
好
き
！
」
か
ら
つ
な
が
り
「
朝
倉
を
応

援
す
る
」
、
こ
の
流
れ
が
か
た
ち
に
な
れ
ば

よ
り
面
白
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
朝
倉
の
魅

力
を
伝
え
る
お
手
伝
い
と
し
て
、
ア
サ
ク
ラ

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
ラ
ボ
で
も
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

朝
倉
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
1
期
生
を
取
材

ア
サ
ク
ラ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
ラ
ボ
が

誕
生
し
ま
し
た

　クリエイター塾を通して、さまざま

な角度で朝倉を描き出せるチームが

できたことがうれしいです。定番以

外のものもどんどん発掘して、「粋」

な朝倉をつくっていってほしいです。

▲朝倉市クリエイター塾の塾生有志から誕生した「アサクラクリエイターズラボ」の皆さん▲クリエイター塾 2024 の授業・撮影風景

コ
ン
ネ
ア
サ
ク
ラ
か
ら
広
が
る
発
信
、
つ
な
が
る
仲
間

 市シティプロモーション課（ 28-7134）、移住定住交流センター「コンネアサクラ」（ 28-8855）（平日 9 時～ 17 時）

YouTube



▲市公式LINE
でも投・開票速
報をお知らせ

▲市 HP

松末投票区

旧 JA 筑前あさくら

朝倉東支店コミュニ

ティセンター
➡ 旧朝倉幼稚園遊戯室

朝倉東小学校 ➡
朝倉地域生涯学習センター

2 階 会議室１

朝倉市杷木支所 ➡
松末コミュニティセンター

会議室１

宮野投票区

朝倉投票区

変更前 変更後

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
平
成
19
年
7
月
21
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

②
令
和
7
年
4
月
2
日
ま
で
に
転
入
届
を
行
い
、

引
き
続
き
朝
倉
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

※
刑
事
罰
な
ど
に
よ
る
欠
格
者
は
除
く
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
期
日
前
投
票
が
始

ま
る
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
入
場
券
が
届
か

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
本
人
確
認
を

し
た
う
え
、
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
係

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

投
票
時
間
は
7
時
～
20
時
で
す
。

※
佐
田
・
黒
川
投
票
所
は
19
時
ま
で
。

　

投
票
場
所
は
投
票
所
入
場
整
理

券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
朝
倉
投
票
区
、
宮
野
投
票
区
、
松
末
投
票
区

は
投
票
所
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

朝
倉
投
票
区
…
旧
朝
倉
幼
稚
園
遊
戯
室

宮
野
投
票
区
…
朝
倉
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

2
階 

会
議
室
1

松
末
投
票
区
…
松
末
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
議
室
1

※
令
和
7
年
3
月
福
岡
県
知
事
選
挙
か
ら
甘
木

北
投
票
所
は
甘
木
小
学
校
図
書
室
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、「
選
挙
区
」

と
「
比
例
代
表
」
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

①
「
選
挙
区
」
で
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

②
「
比
例
代
表
」
で
、
参
議
院
名
簿
登
載
者
の

氏
名
ま
た
は
参
議
院
名
簿
届
出
政
党
の
名
称
も

し
く
は
略
称
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど
で
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
「
期
日
前
投
票
」
が

で
き
ま
す
。

■
期
間
…
7
月
4
日
（
金
）
～
19
日
（
土
）

■
時
間
…
8
時
30
分
～
20
時

■
場
所

①
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
1
階
）

②
朝
倉
支
所
１
０
１
会
議
室
（
1
階
）

③
杷
木
支
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
い
ず
れ
の
場
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

投
票
所
入
場
整
理
券
ま
た
は
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

【
不
在
者
投
票
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
「
不
在
者

投
票
」
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
し
て
い
る

　

「
不
在
者
投
票
請
求
書
・
宣
誓
書
」
（
市
Ｈ

Ｐ
に
も
掲
載
）
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
投
票
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

②
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
指
定
施
設
に
入

院
（
入
所
）
し
て
い
る

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た
病
院

や
施
設
な
ど
に
入
院
（
入
所
）
中
の
人
は
、
そ
の
施

設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
施
設
の
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
等
投
票
】

　

表
１
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
事
前
に「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
人
で
、
表

１
・
表
２
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
は
、
代
理

記
載
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
利
用
す
る
た
め
に
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
場
合
は

「
代
理
投
票
」
が
で
き
ま
す
。
2
人
の
係
員
が

立
ち
会
い
、
本
人
の
代
理
で
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
も
の
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
投
票
所
で

係
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
家
族
や
付
き
添
い
の
人
が
代
理
で
記
載
し
、

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
器
を
使
用
し

た
点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。
点
字
器
は
す
べ

て
の
投
票
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
係

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

立
候
補
者
の
公
約
を
ま
と
め
た
選
挙
公
報

は
、
投
票
日
の
2
日
前
ま
で
に
各
世
帯
へ
送
付

す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
期
日
前
投
票
所
に
も
設
置
し
ま
す
。

　

開
票
は
、
即
日
開
票
で
す
。

■
時
間
…
21
時
20
分
開
始

■
場
所
…
サ
ン
ラ
イ
ズ
杷
木

投
票
で
き
る
人

選
挙
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
と
き

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
時
間
・
場
所

投
票
の
仕
方

字
が
書
け
な
い
と
き

点
字
で
投
票
し
た
い
と
き

選
挙
公
報

開
票

 市選挙管理委員会事務局（ 22-1114  22-1185）

＼入場券は“クリーム色”です／

参議院議員通常選挙
7 月 20 日（日）投票日

期日前投票 7 月 4 日（金）～ 19日（土）

❹投票記載（選挙区）

❺❺投票（選挙区）投票（選挙区）

❻投票用紙交付
（比例代表）

投票立会人投票立会人投票管理者投票管理者投票立会人投票立会人出口 入口
❶❶受付受付

❷❷名簿対照名簿対照

❸❸投票用紙交付投票用紙交付
（選挙区）（選挙区）

❽❽投票（比例代表）投票（比例代表）

❼投票記載（比例代表）

【投票の流れ】

手帳の種類 区分 程度

身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能 1 級または 2 級

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸

1 級または 3 級

免疫・肝臓 1 級～ 3 級

戦傷病者手帳　

両下肢・体幹 特別項症～第 2 項症

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・肝臓

特別項症～第 3 項症

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分 要介護 5

手帳の種類 区分 程度

身体障害者手帳
上肢または視覚

1 級

戦傷病者手帳　 特別項症～第 2 項症

【表
1
】

【表
2
】

＼投票に行こう！／
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▲市 HP

▲投・開票速報
は市 HP から
確認できます

▲市 HP

※ 6 月 18 日時点で、投票日を 7 月 20 日と想定して作成した記事です。
　投票日が異なる場合があります。詳しくは市 HP をご確認ください。

（予定）

＼投票所が変更になりました／



　令和 7 年度甘木・朝倉広域市町村圏事務組合一般会計・消防特別会計予算が、令和 7 年第1回甘木・朝倉広域市町村

圏事務組合 3月議会において可決されました。

■消防特別会計　21 億 2041万1千円

　消防特別会計の予算総額は、21 億 2041万 1 千円で、前年度比 8 億 2552 万 6

千円の増となっています。

　歳入の主なものは、構成市町村からの分担金・負担金で、14 億 5893 万 6 千円、

全体の 69％にあたります。

　歳出の主なものは、火災やその他の災害、救急対策に係る常備消防費として11 億

3847 万 5 千円、施設管理や指令システム等更新に係る消防施設費に 8 億 7267 万

5 千円、消防車両、指令システム・無線デジタル整備などに係る起債償還費として1

億 726 万1千円を計上しています。

常備消防費
職員の給与、火災、救急、訓練など消
防業務に係る経費

1,138,475

消防施設費
高規格救急自動車購入、庁舎変電設
備改修工事、指令システム等更新に
係る経費

872,675

公債費
消防設備整備などの債務償還に充て
るための経費

107,261

予備費 予期しない経費 2,000

分担金・
負担金

組合構成市町村（朝倉市・東峰村・筑前町）

からの負担金
1,458,936

使用料・
手数料

消防危険物施設申請などの手数料 500

財産収入 財産貸付収入など 157

繰越金 前年度からの繰越金 1

諸収入
消防救急無線デジタル化助成金、高速
道救急業務支弁金、預金利子

15,917

地方債 消防施設整備事業 644,900

【歳入】 【歳出】（単位：千円） （単位：千円）

■一般会計　1 億 5451万 6 千円

　一般会計の予算総額は、1 億 5451 万 6 千円で、前年度比 211 万 6 千

円の増となっています。

　歳入の主なものは、構成市町村などからの分担金・負担金で、1 億

5093 万 9 千円、全体の 98％にあたります。

　歳出の主なものは、休日夜間初期急患診療事業、在宅当番医制事業、

病院群輪番制事業などの救急医療対策のための衛生費が、1 億 2362 万

2 千円で全体の 80％を占めています。

分担金・
負担金

組合構成市町村（朝倉市・東峰村・筑前町）

などからの負担金
150,939

財産収入 地域振興基金配当金など 524

繰入金 基金からの繰入金 523

繰越金 前年度の繰越金 2,528

諸収入 預金利子、雑入 2

議会費 広域圏議会議員14 人の報酬・議会経費 397

総務費
職員の給与、監査、地域振興などに係
る事務経費

29,996

衛生費
救急医療対策事業（休日夜間初期急患診
療事業・在宅当番医制事業・病院群輪番制事

業・歯科休日急患診療事業）に要する経費
123,622

災害復旧費 林道災害による復旧経費 1

予備費 予期しない経費 500

【歳入】 【歳出】（単位：千円） （単位：千円）

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合

令和 7 年度 一般会計・消防特別会計予算
 甘木・朝倉広域市町村圏事務組合事務局（ 22-2038）

※広域圏事業の「休日夜間急患センター」や「無料法律相談」は、広報あさくら毎号「診療のお知らせ」や「相談コーナー」

に掲載しています。

豊富なリッチメニュー！

　「基本メニュー」「くらし・防災」

「あさくらの魅力」の 3 つのタブ

から構成。市ホームページへのリ

ンクのほか、子育てアプリや防災

情報、電子図書館、イベント情報

など、LINE からさまざまなペー

ジへアクセス可能になりました。

　これまで、すべての友だちが同

じ情報を受信していましたが、リ

ニューアル後は「受信設定」を行う

ことで欲しい情報だけを受信。広

報あさくら発行など各種お知らせ

をする「行政情報」、「イベント」や「移

住定住・シティプロモーション」など

全 9項目を選択できます。

欲しい情報だけ受信！

そのほか、便利な機能が続々

可燃（燃やせる）ごみの収集日をお知らせ

　ごみの収集日の前日 18 時ごろに LINE で通知します。

ごみの出し忘れ防止に一役！

防災メールまもるくんを LINE で受信

　「受信設定」で「防災・防犯・安全」を選択した人に、まも

るくんの情報を LINE で受信します。

市のおすすめ情報をお知らせするほか、くらしに便利な機能も♪

今後もさらに機能を追加していきます！

友だち登録
していない人

友だちの登録方法

友だち登録
している人

「受信設定」はお済みですか？

通知設定方法
①リッチメニュー「くらし・防
災」タブの「ごみ」を押す
②サブメニューの「可燃（燃や
せるごみ）の収集日」を押す
③収集日をどちらか選択
④「送信」を押す

主な受信内容
・福岡県からのお知らせ（大雨・線状降
水帯・台風・大雪情報など）
・市からの防災情報・地域の安全情報
・地震・気象情報（警報級のみ）　など

※まもるくんのすべて
の情報を受信したい場
合は個別にメール登録
をしてください。 ▲登録はこちら通知イメージ

●①

●②
●③

●④

① LINE アプリを起動し、  ホームを押す

② 画面右上の  を押す

③  で二次元コードを読み取る

　　  でＩＤ「@asakura-city」と入力

▲二次元コードまたは

① LINE を起動し、  朝倉市のトーク画面へ

② 基本メニューの  受信設定を押す

③ 性別（任意項目）、年齢、居住地、受け取りたい情報を

それぞれ選択し、送信

※緊急・災害情報などは全員へ配信されます。

卑弥呼ちゃん

＼女王卑弥呼も友だちです！／＼女王卑弥呼も友だちです！／

 市人事秘書課（ 22-1117）

朝倉市 LINE を

リニューアルしました

友だち募集中！
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